A Study on Conditions and Contents of Child Care by 森田 明美
保育実践と保育条件に関する一考察
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帥 植山 ･浦辺 ･岡田.前掲吾.26頁 (梅山つる)
的 日本株育学会 『幼児保育史』フレーベル館,1975
年,第6巻46頁｡























餌 松山 ･浦辺 ･岡田.前掲書, 9頁 (描辺史)
糾 1950(昭和25)年国勢調査によるo





























































































































































































































































































































































































表 2 回 の 定 め る保 育 所 職 月 定 数 の 変 化
制定 または改 年 月 日 措 置 費 の 算 定 基 礎 の 職 月 配 置 児童福祉施設最低基準に定める保母定数 中 央 児童 福 祉審議会意見具申(最低基準部会中間報告)
保母 1人 の受持 ち児童数 非 常 勤 職 月
4歳以上l3歳 l2歳 1歳 lo歳 保 母 そ の 他 職 月
1948.12.2952 16 47 64u 5ll5676匝亘亘垂;司9 30人 10人 10人 r産休代替職月制度J実施 乳児又は消2歳に溝1=ない幼児おおむね10人につき1人以上.浦2歳以上の幼児おおむね30人につき1人以上ただし.保育所lにつき2人を下ることはでない
9人
















61人以上90施設加算 5,900人のみ3 61人以上90人施設8時間分 匡 蚕室堕1121人以上施設104日分
注 ) 1.本 表 は､柴 田敏夫氏作成 ｢保 育所職 員定数 の改善状 況調｣ を参考 に して作成 した｡
2.｢保育年報｣｢保育所問題資料 集｣｢児童家庭法令通達集｣ その他 に よる｡
3.最低基準保母定数 の( )は保母定数以外 の省令改正 によるもの｡
4.年号 の内枠 で囲みのあ るものは児童福祉施 設最低 基準 の一部改正 による もの｡

































































































































(5) 梅本純正 ｢新しい陳育所制度の解説｣1959年 『日
本の保育』181頁
(6) 一番ケ瀬 ･泉 ･小川 ･宍戸,前掲雷.193頁,｢昭
和34･6･19全国私保連調査部｣
(7) 同上,同頁
(8) 労働省婦人少年局 『婦人労働の実情』1978(昭和
53)年版
(9) 1949年6月児童福祉法第3次改正で児童福祉委員
会より名称変更,任意設置として市町村でも設置で
きることになる｡
(10 五島貞次 『保育思想の潮流』ひかりのくに,1975
年,16頁-21頁
(1)両親による愛情に満ちた家庭保育,(2)母親の保育
責任と父親の協力義#,(3)保育方法の選択 の 自由
と,子どもの,母親に保育される権利,(4)家庭保育
を守るための公的援助.(5)家庭以外の保育の家庭化
(6)年齢に応じた処遇,(7)集団保育
帥 東京都保育所労働組合 『手をつなく保育労働者』
さ･さ･ら書房,1974年
1964年7月の第1回大会から,受持ち人数は,｢定
数基準を改善する｣と目標になっているが,第二回
には次のように具体的に数がのぼっている｡
8分 それまで6回は保育大会というかたちでおこなわ
れていたが,問題の掘下げが不十分として,代表者
制によるものに代わり,1957(昭和32)年10月には
第1回が開催されている｡この時期,保育所が抱え
る問題は多く,大会だけでは不足で,｢措置費改善｣
緊急集会なども開かれている｡
胸 厚生省児童家庭局 『児童福祉の歩み30年』82頁
(14 同上,同頁
なお,注にはあげなかったが,本章の分析のために
以下の文献 ･自書 ･年報などを使用した｡主なものを
あげておく｡
･児童家庭法令通達集,中央法規出版
･保育年報 (各年)全国社会福祉協議会
･保育所問題資料集 (各年)全国私立保育園連盟
･保育自書 (1976年～79年版)草土文化
･｢保育所の最低基準を考えるために｣全社協保母
会,1976年
･｢保育施策を考えるために｣全社協保育協議会,
1976年 など｡
- 59-
